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スバル フォレスターをフルモデルチェンジ 

～新世代クロスオーバー「ＮＥＷ フォレスター」を発売～ 

 

 

富士重工業は、スバル フォレスター シリーズをフルモデルチェンジし、本日より全国のスバル特約店を

通じ一斉に発売する。 

今回発売するＮＥＷフォレスターは、「Ｂｅｓｔ Ｂａｌａｎｃｅ ｆｏｒ Ａｃｔｉｖｅ Ｌｉｆｅ」という商品コンセプトのもと、

このクルマによってお客様のライフスタイルがアクティブでさらに楽しいものとなる最良の１台を目指し、あ

らゆる部分を一新した。 

フォレスターは、１９９７年の初代モデル発売以来、高い走破性とシンメトリカルＡＷＤによる優れた走行性能、

見晴らしの良いアイポイントによる使いやすさが、国内外の市場で高い評価を得てきた。第３世代を迎える

ＮＥＷフォレスターは、こうしたフォレスター本来の強みを究め、「パッケージング」、「走り」、「環境」という

３つの要素を絶妙にバランスし凝縮。乗る人すべてが、生活の様々なシーンにおいて、“使いやすさと安心感、

そして、快適で気持ちの良い走り”を実感することのできる、スバルが提案する新世代のクロスオーバーＳＵ

Ｖである。 

なお、ＮＥＷフォレスターをベースとした福祉車両「トランスケア ウイングシート リフトタイプ」は、

２００８年２月末発売予定である。 

 

 

 

 

スバル フォレスター 「２.０ＸＴ」 スバル フォレスター 「２.０ＸＳ」 



【開発のポイント】 

商品コンセプトである「Ｂｅｓｔ Ｂａｌａｎｃｅ ｆｏｒ Ａｃｔｉｖｅ Ｌｉｆｅ」を実現するため、使いやすさを追求した「パッ

ケージング」、シンメトリカルＡＷＤによる安心感に裏打ちされた「走り」の楽しさ、そして社会性に十分に

配慮した「環境」という３つの要素をバランスし一つに凝縮することを重要ポイントとして開発した。 

＜パッケージング＞ 

取り回しの良い最適なボディサイズとしながらも、乗る人すべてが快適でゆったりとくつろげる室内 

空間と優れたユーティリティを両立するパッケージを実現。また、力強さと上質さをあわせ持つ都会 

的でモダンなエクステリアを表現。 

＜走り＞ 

「快適・信頼の新しいスバルの走り」の実現を目指し、スバルのコア技術である水平対向エンジンと、 

“ＳＩ-シャシー（ＳＵＢＡＲＵ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ-Ｃｈａｓｓｉｓ）”のコンセプトに基づく新しいシャシーとの組み 

合わせにより、快適で気持ちの良い走りと高い安全性を両立。 

＜環境＞ 

新開発エンジンの採用やボディ構造合理化による重量増抑制などにより、クラストップレベルの低燃 

費と優れた低排出ガス性能を達成し、時代の要請に配慮した優れた環境性能を実現。 

 

【グレード構成】 

・「２.０Ｘ」 優れた経済性、お求め易い価格をバランスさせたベーシックモデル 

・「２.０ＸＳ」 扱いやすさと経済性に充実の装備をバランスさせたスタンダードモデル 

・「２.０ＸＴ」 力強い走りと優れた環境性能をバランスさせたツーリングモデル 

 

【主な商品特長】 

１．パッケージング 

・全長、全高、全幅、ホイールベースを拡大させながらもリヤオーバーハングを抑えることで、優れた取り回

し性と快適でゆとりある室内空間を実現。 

・フロントトレッドの拡大によりタイヤの切れ角を増やし、５.３ｍ（従来比-０.１ｍ）の優れた最小回転半径を

実現。 

・アプローチアングル、ディパーチャーアングルを最適化。２２５ｍｍ*のロードクリアランスと相まって、ラ

フロードなどでの高い走破性を実現。 

・新開発のダブルウィッシュボーン式リヤサスペンションの採用によりカーゴスペースの張り出しを抑え、カ

ーゴルームのユーティリティを向上。９インチサイズのゴルフバッグを横に４個積載可能。 

・フロントガラスの面積を拡大するとともに、リヤクォーターガラス、リヤゲートガラス、Ｄピラーの大きさ

や形状を工夫するなど、良好な前後視界を確保。 
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・ドアミラー形状を工夫することで、後方視認性を向上させながら最大幅（ドアミラーを含む）で従来比-１０

ｍｍとし、取り回し性を向上させるとともに、風切り音や雨天時の鏡面への水滴付着を低減。 

・体格に合わせてドライビングポジションを自由に調整できるよう、運転席シートリフター機能、チルトステ

アリングを装備。また、「２.０ＸＳ」､「２.０ＸＴ」に、テレスコピックステアリングを採用。 

・サッシュドアの採用によりドア開口面積を拡大するとともに、リヤドア開度を広げ乗降性を向上。 

・リヤゲート開口部は、張り出しを抑えた形状とし、荷物積載時などの利便性を向上。 

・ボディ剛性を向上させることで室内へのロードノイズの侵入を低減。また、ドア開口部の全周に２重ドアシ

ールを採用するとともに、シール圧の最適化などにより気密性を高め、静粛性を向上。 

*「２.０ＸＴ」の数値。「２.０Ｘ」、「２.０ＸＳ」は２１５ｍｍ 

２．ユーティリティ 

・フロントシートのヘッドレストを取り外し後方に倒すと、くつろぎのスペースが広がるソフトフラットシー

ト機能を採用。 

・リヤシートに、６：４分割可倒機能を装備。また、「２.０ＸＳ」、「２.０ＸＴ」に、リヤゲート側からワンタッチで

リヤシートを前倒しできるワンタッチフォールディング機能を装備。 

・リヤシートにリクライニング機構を装備し、後席の快適性を向上。 

・シート生地に、水や汚れに強い撥水機能付きのハニカムコードファブリックを採用。（「２.０ＸＳ」、および

「２.０ＸＴ」のジェットブラック内装仕様車） 

・ハンドバッグやＡ４サイズのノートＰＣも収納できるマルチファンクショナルセンターコンソールを採用。上

蓋はスライド可動式としクッションを装備することでアームレストとして利用できるほか、携帯オーディオ

などの収納に便利な脱着式トレイを装備。また、全車に１２V電源を、「２.０ＸＳ」、「２.０ＸＴ」に外部入力端子

を装備。 

・リヤ中央席のクッション部にリトラクタブル式のリヤテーブルを装備。カップホルダーとトレイを組み合わ

せたテーブル機能により後席の利便性を向上。（「２.０ＸＳ」、「２.０ＸＴ」） 

・広大な開口部により全席での開放感を広げる大型ガラスサンルーフを採用。（プラチナセレクション仕様車、

および プラチナレザーセレクション仕様車。「２.０ＸＳ」を除くジェットブラック内装仕様車にはメーカー装

着オプションで設定） 

・ＵＶ（紫外線）＆ＩＲ（赤外線）を軽減するフロントガラス＆サンルーフガラス、抗アレルゲンフィルター付

フルオートエアコンを採用。（プラチナセレクション仕様車、および プラチナレザーセレクション仕様車） 

・センタートレイなどにヘッドライトの点灯に連動したブルー基調のＬＥＤ照明を装備。 

・カーゴルームに、荷物の固定などに便利な格納式フックや、レジャーシーンでの電源として便利なカーゴソ

ケット（ＤＣ１２Ｖ／１２０Ｗ）を装備。 

・リヤゲートに、操作性に優れる電磁式オープナーを装備。 

・薄型のティッシュボックスなどが収納可能な大容量のドアポケット、グローブボックスを装備。 

・不正にドアが開けられた場合、ホーンやハザードランプ点滅で周囲に異常を知らせる盗難警報装置を装備。 

・エンジン始動時に車両側コントロールユニットとキー内蔵の電子チップとのＩＤ照合を行い、正規のキーで

あることが確認されてから始動を可能にするイモビライザーを装備。（「２.０ＸＴ」に標準装備。「２.０ＸＳ」に

メーカー装着オプションで設定） 
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３．デザイン 

(1)エクステリア 

・“スーツの似合うモダンなＳＵＶ”をコンセプトに、力強さの中にも品格を感じさせる都会的でモダンなデザ

インを採用。 

・大きな塊の中から削りだした彫刻のように、力強く引き締まった贅肉のない立体造形を表現。 

・ヘッドランプサイドからリヤへと続くキャラクターラインによるシャープさと、前後のバンパーと大きく張

出したホイールアーチ形状によるＳＵＶらしい力強さとの、絶妙なバランスが個性的なフォルムを形成。 

・フロントグリルは、外周部のクロームメッキとメイン部のグレーメタリックの金属調塗装によるコンビネー

ションにより、上質感とシャープさを表現。 

・ヘッドランプは、内部全域をクロームメッキとすることでランプ全体が光り輝き、クールさと機能性の高さ

を強調。 

・リヤコンビネーションランプは、すべての機能を一つのランプにビルトインさせ光輝感と透明感を、そして

モダンな造形で新鮮さを表現。 

・１７インチアルミホイールは、径の大きさを強調する放射状のスポークタイプを採用。切削処理により足元

の力強さと質感を表現。また、１６インチアルミホイールも切削処理を効果的に施し、シャープさと質感の

高さを表現。 

・ボディカラーは、全８色を設定。 

(2)インテリア 

・センターパネルからドアトリムにかけて躍動的な加飾パネルを配し、空間の広がり感と適度な包まれ感を演

出。また、金属調と木目調などを組み合わせたセンターパネルや、金属調スイッチパネルを配したドアトリ

ムなどにより、表情豊かで上質なインテリアを表現 

・モダンでクールなイメージを保ちながら上質感と開放感を持たせたプラチナ内装仕様の「プラチナセレクシ

ョン」、および「プラチナレザーセレクション」と、上質な中にもスポーティさが溢れ立体感を感じさせる

ジェットブラック内装の、２つのインテリアカラーを設定。 

・外気温、平均燃費、デジタル時計を常時表示するインフォメーションメーター、オーディオ、ナビゲーショ

ンシステムを、視認性や操作性に優れるセンターパネル上部に配置し機能性を追求。 

・フロントシートのクッション部に低反発タイプのウレタン素材を採用し、走行時の振動吸収性を向上。また、

正確なドライビングポジションの維持のため腰や背中を面で支える新しいシートバックスプリングを採用。 

・イグニッションキーをＯＮにするとメーターの指針が最大値まで上昇し、速やかに戻ることで走りへの期待

を高めるスイープ機能付きの３連メーターを採用。 

・立体的なデザインが印象的な常時発光のブルー３連メーターを採用。（「２.０Ｘ」、「２.０ＸＳ」、「２.０ＸＳ」のプ

ラチナセレクション仕様車） 

・精緻感あふれる自発光式のスポーツルミネセントメーターを採用。また、ドアを開けたときに指針が発光す

るウェルカム照明などを装備。（「２.０ＸＳ」、「２.０ＸＳ」のプラチナセレクション仕様車にメーカー装着オプ

ション、「２.０ＸＳ」のプラチナレザーセレクション仕様車、「２.０ＸＴ」に標準装備 ） 
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４.パワーユニット 

(1)２.０Ｌ ＤＯＨＣエンジン（「２.０Ｘ」、「２.０ＸＳ」） 

・レギュラーガソリン指定としながらも、新設計のＤＯＨＣシリンダーヘッドや吸気ＡＶＣＳの採用などにより

燃焼効率を向上させ、優れた環境性能と経済性を両立。 

・ＤＯＨＣシリンダーヘッドの採用に合わせ、燃焼室およびピストン冠面を新設計し圧縮比を最適化するとと

もに、燃焼室のコンパクト化により燃費を向上。 

・吸気ポートを新設計しタンブルガスの流動と吸気効率をともに高め、低中速トルク、燃費、および、排出ガ

ス性能を向上。 

・吸気バルブの開閉タイミングを油圧で連続的に変化させるＡＶＣＳ（アクティブ・バルブ・コントロール・シ

ステム）を採用。全域で充填効率を向上させ出力向上を図るとともに、バルブタイミングの最適化により燃

焼効率を高め燃費性能も向上。 

・スパークプラグ周辺の冷却水経路の最適化によりノック限界を高め、低中速トルクを向上。 

・インテークマニホールドの管径、管長の最適化、等長等爆エキゾーストシステムの採用により吸･排気効率

を向上。 

・２つの触媒を直列に配置するタンデム式のレイアウトを採用。触媒昇温性能を向上させ､触媒の早期活性化

を図り高い排ガス浄化性能を実現。 

・ツインマフラーの採用によりマフラー容量を拡大し、排気効率、消音性能をともに向上。 

(2) ２.０Ｌ ＤＯＨＣターボエンジン（「２.０ＸＴ」） 

・新設計のＤＯＨＣシリンダーヘッドを採用。吸気ポートと燃焼室の形状を平滑化し未燃焼ガス、残留ガスを

低減させ燃焼効率を向上。 

・樹脂製インテークマニホールドの採用により、マニホールド内壁の平滑性を高め吸気抵抗を低減するととも

に、従来型比約３０％の軽量化を実現。 

・スパークプラグ周辺の冷却水経路の最適化によりノック限界を高め、低中速トルクを向上。 

・インジェクタのノズルを微粒化し燃焼効率を高め、排ガス中の有害物質の生成を抑制。 

・専用ターボユニットを採用。Ａ／Ｒ、コンプレッサー、タービン翼形状の最適化により、スムーズで力強い

加速を実現。 

・排気ポートに空気を強制導入し未燃焼ガスを燃やす２次エアシステムを採用。冷態時の有害物質の削減と触

媒の早期活性化を促進。 

・エキゾーストシステムを変更し排気効率を向上。また、触媒の最適化を図り優れた排ガス浄化性能を実現。

・新形状のインタークーラーを採用。充填効率を高め出力を向上。

・ツインマフラーの採用によりマフラー容量を拡大し、排気効率、消音性能をともに向上。 
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５.ドライブトレーン 

・ロードクリアランスを拡大し走破性を高めながらもエンジン搭載位置を変更。低重心化を促進することで優

れた車両安定性を実現。 

・全車に、車両挙動安定装置ＶＤＣ（ビークルダイナミクスコントロール）を採用し高い走行安定性を確保。

各種センサーにより車両や路面の状況を常に把握し、コントロール限界付近では、ブレーキ制御、エンジン

出力制御、ＡＷＤトルク配分制御（ＡＴ車）を作動させ、横滑りなどの不安定な挙動を抑制。 

・ＡＴ車に、スポーツシフト*を備えたゲート式の４ＡＴを採用。ファイナルギヤレシオ、トルクコンバータ特

性の最適化、機構各部のフリクション低減などにより、走行性能、燃費をともに向上。また、セレクター位

置の変更やローラーベアリングの採用などによりシフトの操作感を向上。 

・ＭＴ車は、２～５速、およびファイナルのギヤレシオを変更し走行性能と燃費をともに向上。また、トランス

ミッション内部各部のフリクション低減などによりシフトの操作感を向上。 

・ＡＴセレクトレバーとＩｎｆｏ-ＥＣＯモードスイッチにより、シフトモードを［Ｉｎｆｏ-ＥＣＯ］［スポーツ］［マニュア

ル］の３モードに切り替えが可能。 

・信号待ちなどで、ブレーキを踏んで一定時間が経過すると変速機構をニュートラル状態にして燃費向上を促

進するＮコントロールシステムを採用。 

・ドライバーが任意で３つの走行特性を選択できるＳＩ-ＤＲＩＶＥ（ＳＵＢＡＲＵ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ Ｄｒｉｖｅ）を採用。

「Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ(インテリジェント)」モードでアクセルを踏み込み続けるとドライバーの要求を感知し、出力

を最大に発揮するよう自動的に制御。（｢２.０ＸＴ｣） 

・ＡＴ車には、アクティブトルクスプリット方式ＡＷＤ、ＭＴ車には、ビスカスＬＳＤ付センターデフ方式ＡＷＤ

を採用。最適なトルク配分を制御し、優れたトラクション性能と車両安定性を実現。 

＊スポーツシフトはＰｒｏｄｒｉｖｅ.Ｌｔｄの登録商標です。 

６．シャシー 

・新しいシャシーのコンセプト“ＳＩ-シャシー（ＳＵＢＡＲＵ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ-Ｃｈａｓｓｉｓ）”に基づき、高剛性ボディ

としなやかな足回りを融合させ、素直な操縦安定性としなやかで快適な乗り心地を実現。 

・フロントサスペンションにストラット式を採用。トレッドの拡幅により旋回安定性を向上させるとともに、

キャンバー、トー変化などのジオメトリー最適化によりタイヤの接地性を高め、確かなステアリング応答性

を実現。 

・リヤサスペンションに新開発のダブルウィッシュボーン式を採用。トレッドの拡幅、キャンバー変化、トー

変化などのジオメトリーの最適化や、ホイールストロークの延長により、タイヤの接地性を高め優れた走行

性能と乗り心地を実現。 

・リヤサスペンションは、ブッシュを介してボディに取り付けられたサブフレームにリンクやリヤデフをマウ

ントし、しなやかな乗り味と高い静粛性を実現。 

・ステアリングギヤボックスに、支持剛性の高いキャノンマウント方式を採用。ステアリング操作に対するリ

ニアな操縦性を実現。 

・電動式パワーステアリングを採用。車速、操舵速度に応じたきめ細かい制御により、滑らかな操舵感の実現

と燃費向上に寄与。（「２.０Ｘ」「２.０ＸＳ」） 
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・全車に、４輪ディスクブレーキを採用し、優れた制動性能を実現。また、タイロッド式ブースターの採用、

ペダルレバー比、マスターシリンダーの最適化などにより、確かな制動感と優れたコントロール性を実現。 

・踏み込み速度感応型のブレーキアシストを採用。緊急制動時など、とっさの場面でも優れた制動力を確保。 

・ＭＴ車にヒルスタートアシストを装備し、スムーズな坂道発進が可能。 

・タイヤは、操縦安定性、制動性能、乗り心地、燃費性能など様々な要素を高度にバランスさせた２２５／５５Ｒ

１７、２１５／６５Ｒ１６の２種類のオールシーズンタイヤを採用。 

７．ボディ／セーフティ 

・ボディは、新環状力骨構造をさらに進化。ボディ、フレームの構造合理化や骨格部材に５９０Ｍｐａ級を中心と

した高張力鋼鈑の適所使用などにより、ボディ剛性を高め操縦安定性、直進性、乗り心地を向上させるとと

もに、ボディサイズを拡大しながらも重量増を抑制。 

・フロントフレームとＡピラーをつなぐカウルサイドステーを採用。フロント周りの剛性を高め、高速道路の

直進時やレーンチェンジなどでの優れた走行安定性を実現。 

・新環状力骨構造の衝突安全性を強化。基本のフレーム構造合理化を図ることで、衝突時のエネルギーを効率

的に吸収、分散させ、前面、側面、後面の、全方位での高度な衝突安全性を実現。 

・フロントバンパーの衝撃吸収能力の向上やフロントフードの構造最適化など、衝突時の相手車や歩行者の被

害軽減に配慮した、優れたコンパティビリティを実現。 

・フロントワイパーに、フィン一体デザインのワイパーブレードを採用。高速走行時などのワイパー浮き上が

りを抑えることで払拭性能を向上させるとともに、ワイパー高を低めにすることで良好な視界を確保。 

・マルチ拡散式のウオッシャーノズルを採用。ワイパー払拭効率を向上させ、良好な視界を確保。 

・ＨＩＤヘッドランプ装着車にポップアップ式ウォッシャーを採用。降雪時などのヘッランプの照射を確保。 

・前席に、プリテンショナー＆ロードリミッター付シートベルトを装備。また、リヤ中央席に、３点式シート

ベルト＋ヘッドレストを装備。 

・デュアルＳＲＳエアバッグを全車標準装備。また、「２.０ＸＳ」、「２.０ＸＴ」に、ＳＲＳサイドエアバッグ、ＳＲＳカ

ーテンエアバッグをメーカー装着オプションで設定。 

・ピラートリム内に衝撃吸収構造を採用するとともに、後面衝突による頚部の損傷を軽減するむち打ち軽減シ

ートを装備。 

・前面衝突時にドライバーの下肢障害を軽減するセイフティペダルを採用。 

８．環境性能 

・２.０Ｌ ＤＯＨＣエンジン車は「平成１７年排出ガス基準７５％低減」を達成するとともに、２.０ＬＤＯＨＣターボ

エンジン車は「平成１７年排出ガス基準５０％低減」を達成。 

・２.０Ｌ ＤＯＨＣエンジン車の「２.０ＸＳ（ＡＴ車／車両重量１，５２０ｋｇ以上）」は「平成２２年度燃費基準＋２０％」

（グリーン税制による減税対象車）、２.０Ｌ ＤＯＨＣターボエンジン車の「２.０ＸＴ（車両重量１，５２０ｋｇ以上）」

は「平成２２年度燃費基準＋１０％」を達成。 

・車室内に揮発性の少ない部材や接着剤を使用し、鼻、のどなどへの刺激の原因とされるホルムアルデヒド、

トルエンなどのＶＯＣ（Ｖｏｌａｔｉｌｅ Ｏｒｇａｎｉｃ Ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ：揮発性有機化合物）を削減。また、ボディ塗料に

含まれるＶＯＣの削減にも配慮。 
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・Ｉｎｆｏ-ＥＣＯモード機能を採用し、メーターパネル内のＩｎｆｏ-ＥＣＯランプが点灯することで、燃料消費の少な

い走行を促進。（「２.０Ｘ」、「２.０ＸＳ」のＡＴ車。「２.０ＸＴ」はＳＩ-ＤＲＩＶＥのインテリジェントモードにＩｎｆｏ-Ｅ

ＣＯモード機能を含む） 

９．快適装備 

(1)エアコン 

・コンプレッサーや冷媒の効率的な利用を可能としたサブクールタイプのコンデンサーの採用やエアコンユニ

ット内部の通気抵抗削減により、最大風量を増やしながら、吹き出し音や作動音を低減。また、エアコン作

動時のエンジンへの負荷を低減し燃費にも貢献。 

・全車にリヤヒーターダクトを装備。 

(2)オーディオ＆ナビゲーションシステム 

①ＣＤプレーヤー＆ＡＭ／ＦＭチューナー［ＭＰ３／ＷＭＡ対応］（「２.０Ｘ」を除く全車に標準装備） 

基礎音質の向上や音場特性のチューニングに加え、ドアの制振化を実施。さらに、車速に合わせて音量を

自動調整する「車速連動音量可変機能」を採用。また、センターコンソール内にＡＵＸ端子を装備し、携

帯オーディオなどの接続も可能。 

②オーディオ一体型ＨＤＤナビゲーションシステム［ＳＵＢＡＲＵ Ｇ-ＢＯＯＫ ＡＬＰＨＡ対応］（「２.０Ｘ」

を除く全車にメーカー装着オプション） 

＜ナビゲーション部＞ 

・ソフトウェアの最適化や４０ＧＢの大容量ＨＤＤ（ハードディスクドライブ）の採用により、３Ｄ画面のス

クロール時や目的地案内の再探索時の素早い処理能力を実現し使い勝手を向上。 

・よりきめ細かく鮮明な画像が楽しめる７インチワイドＶＧＡ液晶モニター＆ＬＥＤバックライトを採用。 

＜専用オーディオ部＞ 

・ヘッドユニットに、車室内の音響特性の補正を行い全ての座席に最適な音響品質を提供する 

Ａｕｄｙｓｓｅｙ Ｍｕｌｔ ＥＱ＊技術を採用。 

・徹底した音質チューニングを施すとともにノイズや歪みを最小限に抑え、より原音に忠実な再生を実現。 

・ダイナミックなサウンドを実現するウーファー付７スピーカーを採用。 

＊Ａｕｄｙｓｓｅｙ Ｍｕｌｔ ＥＱは米国Ａｕｄｙｓｓｅｙ Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．の登録商標です。 

＜エンターテイメント機能＞ 

・ＣＤやＤＶＤのほか、ＣＤ-Ｒ／ＲＷ、ＤＶＤ±Ｒ／ＲＷの再生が可能。また、ＭＰ３やＷＭＡといった各種音楽

圧縮形式にも対応。 

・センターコンソール内にＡＵＸ端子を装備し、携帯オーディオやビデオカメラなどの機器の接続も可能。 

(3)その他装備 

・ガスダンパー付エンジンフードを全車標準装備。 

・キーレスアクセス＆プッシュスタートをメーカー装着オプションで設定。（「２.０ＸＳ」、｢２.０ＸＴ｣ ） 
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【販売計画】 

  シリーズ全体で ２，０００台／月 

【メーカー希望小売価格 <消費税含む>】（  ）は消費税含まず 

                                             
（単位：円） 

ボディ色

5MT 1,995,000 (1,900,000)

ｽﾎﾟｰﾂｼﾌﾄ
E-4AT

2,047,500 (1,950,000)

5MT 2,152,500 (2,050,000)

2,205,000 (2,100,000)

ﾌﾟﾗﾁﾅｾﾚｸｼｮﾝ 2,278,500 (2,170,000)

ﾌﾟﾗﾁﾅﾚｻﾞｰｾﾚｸｼｮﾝ 2,609,250 (2,485,000)

5MT 2,520,000 (2,400,000)

2,572,500 (2,450,000)

ﾌﾟﾗﾁﾅｾﾚｸｼｮﾝ 2,646,000 (2,520,000)

ﾌﾟﾗﾁﾅﾚｻﾞｰｾﾚｸｼｮﾝ 2,819,250 (2,685,000)

価格

２.０Ｘ

２.０ＸＳ
ｽﾎﾟｰﾂｼﾌﾄ
E-4AT

車種

２.０Ｌ
ＤＯＨＣ

２.０Ｌ
ＤＯＨＣ
ﾀｰﾎﾞ

２.０ＸＴ

ｻﾃﾝﾎﾜｲﾄ･ﾊﾟｰﾙ *1
ｽﾊﾟｰｸｼﾙﾊﾞｰ･ﾒﾀﾘｯｸ
ﾀﾞｰｸｸﾞﾚｰ･ﾒﾀﾘｯｸ *2
ｵﾌﾞｼﾃﾞｨｱﾝﾌﾞﾗｯｸ･ﾊﾟｰﾙ
ﾄﾊﾟｰｽﾞｺﾞｰﾙﾄﾞ･ﾒﾀﾘｯｸ *2
ﾆｭｰﾎﾟｰﾄﾌﾞﾙｰ･ﾊﾟｰﾙ *2
ｾｰｼﾞｸﾞﾘｰﾝ･ﾒﾀﾘｯｸ
ｶﾒﾘｱﾚｯﾄﾞ･ﾊﾟｰﾙ *1､2

ｽﾎﾟｰﾂｼﾌﾄ
E-4AT

 

E-4AT：電子制御 4速ﾌﾙｵｰﾄﾏﾁｯｸﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ 

ｽﾎﾟｰﾂｼﾌﾄはＰｒｏｄｉｖｅ.Ｌｔｄの登録商標 

*1：31,500円高（消費税含む） *2：「２.０Ｘ」を除く 

 

 

 

 

 

 

 

なお、商品についてのお問い合わせは、最寄りの販売会社、または SUBARU 

お客様センター「SUBARU コール」 0120-052215 までお願いいたします。 
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